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ふるさとの誇れる宝『常陸国風土記』

風土記勅撰1300年記念に

古代文化遺産を全国に発信！

　

行
方
市
に
は
、
千
三
百
年
以
前
の
姿
を
今
に

伝
え
る
地
誌
『
常
陸
国
風
土
記
』
に
記
さ
れ
た

伝
承
地
が
数
多
く
遺
さ
れ
、
現
在
も
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
大
切
に
保
護
さ
れ
古
代
の
景
観
を
伝

え
て
い
ま
す
。
改
め
て
身
近
な「
風
土
記
の
世
界
」

を
訪
ね
郷
土
の
歴
史
文
化
に
親
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

世
界
遺
産
の
登
録
で
沸
く
「
富
士
山
」
に
も

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
行
方
市
の
文
化
遺
産
に
『
常

陸
国
風
土
記
』
が
あ
り
ま
す
。
全
国
で
今
も
な

お
そ
の
内
容
が
記
述
さ
れ
た
写
本
等
が
残
さ
れ

て
い
る
の
は
５
つ
し
か
な
く
、
東
日
本
で
は
こ

の
『
常
陸
国
風
土
記
』
の
み
で
す
。
そ
の
ほ
か

兵
庫
県
エ
リ
ア
に
当
た
る
『
播
磨
国
風
土
記
』、

島
根
県
エ
リ
ア
で
全
文
が
残
る
『
出
雲
国
風
土

記
』、
大
分
県
エ
リ
ア
の
『
豊
後
国
風
土
記
』、

佐
賀
県
及
び
長
崎
県
を
含
む
エ
リ
ア
の
『
肥
前

国
風
土
記
』
が
あ
り
ま
す
。

　

風
土
記
は
、
国
の
最
高
責
任
者
で
あ
る
国
司

が
郡
郷
の
役
人
を
と
お
し
て
古
老
ら
か
ら
聞
き

取
っ
た
産
物
や
地
味
な
ど
の
地
誌
を
ま
と
め
天

皇
に
収
め
た
も
の
で
す
。『
常
陸
国
風
土
記
』
で

は
、
９
つ
す
べ
て
の
郡
の
記
述
は
あ
り
ま
す
が
、

省
略
部
分
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
行
方
市
の

部
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
行
な
め
が
た
の
く
だ
り

方
条
」
と
し
て
記

述
さ
れ
、
現
在
の
当
市
部
分
の
ほ
か
潮
来
市
や

鉾
田
市
の
一
部
エ
リ
ア
を
含
め
た
内
容
が
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
現
在
に
続
く
地
名
伝
承

と
も
な
っ
て
い
る
古
老
の
相
伝
旧
聞
は
、
当
時

の
大
和
政
権
と
当
地
方
の
関
係
を
想
定
さ
せ
興

味
を
抱
か
せ
ま
す
。

　

今
年
は
風
土
記
勅
撰
か
ら
千
三
百
年
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
は
記
念
事
業
の
重
点
年

度
と
し
て
関
係
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
様
々
な

事
業
を
企
画
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
か
ら
は
親
子
を
対
象
と
し
た
「
な
め
り
ー

ミ
コ
ッ
ト
」
と
体
験
す
る
風
土
記
の
世
界
を
開

催
し
、
勾
玉
作
り
体
験
や
古
代
の
食
事
づ
く
り

な
ど
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
と
も
に
、
風
土
記

の
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
し
て
あ
る
伝
承

地
を
尋
ね
る
旅
を
実
施
し
、
郷
土
の
伝
統
文
化

や
歴
史
を
学
び
ま
し
た
。

　

７
月
６
日
（
土
）
に
は
茨
城
県
観
光
物
産
協

会
や
時
の
広
告
社
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
風
土

記
の
世
界
を
今
に
残
す
手
賀
地
区
の
里
山
や
行

方
郡ぐ
ん

衙が

跡
、
行
方
郡
寺
跡
な
ど
古
代
遺
跡
の
散

策
を
楽
し
む
交
流
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

  

今
後
開
催
を
予
定
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て

は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
つ
く
ば
発
の
風
土
記
ツ

ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
事
業
内
容
と
申
込

方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

 玉清井 ( 井上地内）  

「常陸国風土記」行方条の世界を歩く

日　時 8 月 31 日（土）　
　　　　　9：00 ～ 18：00

場　所 つくばインフォメーション
センター　TX つくば駅隣

内　容

かすみがうら市郷土資料館
（特別展）・玉清井・国神神

社・大生古墳群・大生神社・
板来駅家・化蘇沼稲荷・夜
刀神ほか ※詳細は参加者へ後日連絡

　参加費等 ３，３００円（昼食・保険代込）ほか

「常陸国風土記」と古代官
かん

衙
が

跡を巡る

日　時 ９月１日（日）　
　　　　　9：00 ～ 18：00

場　所 つくばインフォメーション
センター TX つくば駅隣

内　容

舟 塚 山 古 墳・ 茨 城 郡 衙 跡・
常 陸 国 府 跡・ 三 昧 塚 古 墳・
霞ヶ浦ふれあいランド・夜
刀神・井上長者館跡・大生
古墳群・大生神社・春日神
社ほか　※詳細は参加者へ後日連絡

　参加費等 ３，３００円（昼食・保険代込）ほか

語り継ぐ『風土記』日本の地域文化と歴史的景観 1300 年に刻む

日　時 10 月６日（日）     13：00 ～ 16：30　※送迎バスを用意

場　所 オークラフロンティアホテルつくば ( つくば市吾妻）

内　容

テーマ：語り継ぐ『風土記』日本の原風景１３００年に刻む
講話（日本の古代神話と文学・古代王権と播磨国風土記・
　　　常陸国風土記にみえる歴史的景観の復元　ほか）
パネルディスカッション

主催・協賛
行方交流圏協議会・茨城県・潮来市・行方市・国学院大学伝統
文化リサーチセンター・常陽史料館・行方市観光協会・兵庫県
立考古博物館　

● 風土記勅撰 1300 年記念事業シンポジウム

● 風土記の世界巡検

官製はがき・FAX・インターネット（なめがた日和 http://namegata.mypl.net/）を利用して、氏名・住所・連絡先（電話番号）
および送迎バス乗車場所 ( 麻生・北浦・玉造の各庁舎）を記入して、８月 23 日 ( 金 ) までに企画政策課あてお申し込みください。

申込方法

問い合わせ　企画政策課 ( 麻生庁舎）

〒 311-3892 行方市麻生 1561-9

TEL 0299（72）0811　FAX 0299（72）2174

風
土
記
の
世
界

今
年
度
の
取
り
組
み
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茨 城 県 知 事 選 挙 ・ 行 方 市 長 選 挙

【投票日】　９月８日 ( 日 )　午前７時～午後 6時

選
挙
の
日
程

投
票
で
き
る
人

期
日
前
投
票

不
在
者
投
票

開
票

投
票
所
入
場
券

●
茨
城
県
知
事
選
挙

　

告
示
日　

 

平
成
25
年
８
月
22
日
（
木
）

●
行
方
市
長
選
挙

　

告
示
日　

 

平
成
25
年
９
月
１
日
（
日
）

　
立
候
補
受
付　

　
《
日 
時
》　

平
成
25
年
９
月
１
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
《
場 

所
》　

麻
生
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麻
生
庁
舎
隣
）

　
立
候
補
予
定
者
説
明
会　

　
《
日 

時
》　

平
成
25
年
８
月
８
日
（
木
）

　
　
　
　
　

 

午
後
２
時
～

　
《
場 

所
》　

麻
生
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麻
生
庁
舎
隣
）

　
事
前
審
査

　
《
日 

時
》　 

平
成
25
年
８
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午　

　
《
場 

所
》　

麻
生
庁
舎
別
棟
Ｂ
会
議
室

　

平
成
５
年
９
月
９
日
以
前
に
生
ま
れ
た
日
本

国
民
で
、
平
成
25
年
６
月
１
日
ま
で
に
行
方
市

に
転
入
の
届
出
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い

る
方

【
転
出
・
転
入
し
た
場
合
の
取
り
扱
い
】

茨
城
県
知
事
選
挙

　

県
内
の
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
た
方
は
、
現
住

所
の
市
町
村
長
ま
た
は
行
方
市
長
が
発
行
す
る

住
所
証
明
書
を
添
付
の
上
投
票
で
き
ま
す
が
、

県
外
へ
転
出
し
た
場
合
は
、
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

６
月
２
日
以
降
に
県
内
の
市
町
村
か
ら
転
入
の

届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
住
所
証
明
書
を
添
付
の

上
、
従
前
の
市
町
村
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

行
方
市
長
選
挙

　

投
票
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
た
方
お
よ
び
６
月

２
日
以
降
に
転
入
の
届
出
を
さ
れ
た
方
は
、
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

　　　

投
票
所
の
入
場
券
を
は
が
き
で
郵
送
し
ま
す
。

１
枚
の
は
が
き
に
６
人
ま
で
の
入
場
券
が
印
刷

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
本
人
の
分
を
切
り
離
し
て

指
定
の
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
届
い
て

い
な
い
場
合
や
紛
失
し
た
場
合
で
も
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、

そ
の
旨
受
付
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
（
本
人
を

確
認
す
る
書
類
を
提
示
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
）。

　

投
票
日
に
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
、
入

院
な
ど
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方

は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
。
入
場
券
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
届
い

て
い
る
場
合
）。

茨
城
県
知
事
選
挙

期
間　

平
成
25
年
８
月
23
日(

金)

か
ら
９
月
７

日(

土)

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で
（
た
だ
し
、
５
月
21
日
か
ら
５
月
31
日
ま

で
に
転
入
さ
れ
た
方
は
期
日
前
・
不
在
者
投
票

の
期
間
は
、
８
月
31
日
か
ら
９
月
７
日
と
な
り

ま
す
）

行
方
市
長
選
挙

期
間　

平
成
25
年
９
月
２
日(

月)

か
ら
９
月
７

日(

土)

ま
で
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８
時

ま
で

場
所　

行
方
市
役
所
各
庁
舎

（
麻
生
庁
舎
ロ
ビ
ー
／
北
浦
庁
舎
第
４
会
議
室
／

玉
造
庁
舎
ロ
ビ
ー
）

※�

選
挙
に
よ
っ
て
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。　

　

市
外
に
滞
在
中
の
方
や
施
設
等
に
入
所
し
て

い
て
投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
、
不
在
者
投
票

が
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
郵
便
等
投
票
証
明

書
を
お
持
ち
の
方
は
、
郵
便
等
に
よ
り
自
宅
で

投
票
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
場

合
も
郵
送
に
よ
る
や
り
取
り
と
な
り
ま
す
の
で

日
数
を
要
し
ま
す
。
お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）
午
後
８
時
～

場
所　

行
方
市
立
北
浦
中
学
校
体
育
館

臨
時
電
話　

０
２
９
１
（
３
５
）
３
８
６
６

選挙開票結果については、行方市のホームページ（http://www.city.namegata.ibaraki.jp/）とメールマガジンでもお知ら

せします。

【問い合わせ】　
　行方市選挙管理委員会（総務課内：麻生庁舎）
　　　　℡　０２９９－７２－０８１１

メ ー ル マ ガ ジ ン の 登 録 は、

バーコードリーダーから！
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問い合わせ　収納対策課（麻生庁舎）　☎ 0299－72－0811

税 金 のお知らせのお知らせ

今月の税金

市・県民税　　　第２期

国民健康保険税　第２期

納付期限（口座振替日）は

９月２日です。

不動産公売を10月下旬に実施予定

　市では、本年度も入札方式による差押不動産の公売を実施します。現在、

10 月 29 日（火）に実施する予定で準備を進めています。

　詳しい内容は、市報９月号・10 月号に掲載予定ですので、そちらをご覧く

ださい。また、公売が近くなりましたら、市ホームページ上や市役所各庁舎

に配置した公売広報でもご覧いただけます。

問い合わせ　収納対策課（麻生庁舎）　☎ 0299－72－0811

税 金 のお知らせのお知らせ

今月の税金

市・県民税　　　第２期

国民健康保険税　第２期

納付期限（口座振替日）は

９月２日です。

不動産公売を10月下旬に実施予定

　市では、本年度も入札方式による差押不動産の公売を実施します。現在、

10 月 29 日（火）に実施する予定で準備を進めています。

　詳しい内容は、市報９月号・10 月号に掲載予定ですので、そちらをご覧く

ださい。また、公売が近くなりましたら、市ホームページ上や市役所各庁舎

に配置した公売広報でもご覧いただけます。

　近年、少子化や若者の転出などによって、本市では毎年約 400 人もの人口が減少しています。このまま人口
減少が進むと、社会活動や経済活動に大きな影響が出てくることから、このたび、定住支援策の一環として、
行方市に定住を希望する方に粗毛地内の市有地を販売します。

行方市への定住を希望する方に
市有地を販売します

■  販売を行う分譲地の概要
　・区画数：４区画　　　　　・容積率等：容積率 200％、建ぺい率 60％
　・主要設備：公営上水道、公共下水道、電気 ( 東京電力 )、ガス ( 個別プロパン )
　・周辺施設：ＪＲ鹿島線「潮来駅」 約 9.1㎞　　麻生小学校 約 2.1㎞　　麻生中学校 約 7.8㎞
　　　　　　　スーパー「セイミヤ」 車で約９分　　なめがた地域総合病院 車で約 20 分

分譲地番号 所在 地目 面積 価格
分譲地Ｃ 麻生字丸塚 1351 番 25 宅地 258.74㎡（約 78.4 坪） 1,369,100 円
分譲地Ｄ 麻生字丸塚 1351 番 26 宅地 265.26㎡（約 80.3 坪） 1,146,500 円
分譲地Ｅ 麻生字丸塚 1351 番 27 宅地 254.03㎡（約 76.9 坪）    914,800 円
分譲地Ｆ 麻生字丸塚 1351 番 28 宅地 246.07㎡（約 74.5 坪）    936,500 円

※�移住や子育てなどを支援

す る た め の 価 格 設 定 と

なっているため、租税公

課とは異なります。

■  買受申込ができる主な資格
　・世帯に年齢が満 20 歳以上 45 歳以下の夫婦が含まれていること。
　・みずから居住する住宅を建築するために宅地を必要としていること。
　・行方市外に居住しており、住宅建築後は分譲所在地に住民登録し、かつ、10 年以上登録すること。
　・市税等に滞納がないこと。
※ このほかにも資格や販売条件があります。詳細については、お手数でも企画政策課までお問い合わせ、または市公式ホー
　 ムページ をご覧ください。
■  買受申込方法
　・申込期間：８月 20 日 ( 火 ) から９月 30 日 ( 月 ) まで
　・受付時間：月曜日から金曜日（祝日は除く）の午前８時 30 分から午後５時 15 分まで
　 ・ そ  の  他 ： 申し込みは、原則として一世帯一区画です。同区画に２人以上の申し込みがあった場合は、公開抽選により決定します。

企画政策課（麻生庁舎）TEL 0299-72-0811　FAX 0299-72-2174問・申

Ｆ画地
Ｅ画地

Ｄ画地
Ｃ画地
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【
利
子
補
給
金
限
度
額
】

　

年
利
２
．
０
％
に
相
当
す
る
額
（
毎
月
の

融
資
残
高
よ
り
算
出
す
る
）

【
利
子
補
給
対
象
融
資
限
度
額
】

・
住
宅
復
旧
の
み
：
６
４
０
万
円

・
宅
地
復
旧
の
み
：
３
９
０
万
円

・
住
宅
復
旧
お
よ
び
宅
地
復
旧
：
１
，
０
３
０
万
円

【
利
子
補
給
期
間
】

　

利
子
の
支
払
い
開
始
日
か
ら
５
年
以
内
（
た

だ
し
、
無
利
子
期
間
・
利
子
支
払
猶
予
期
間

が
あ
る
と
き
は
、
当
該
期
間
を
含
め
た
５
年

以
内
）

【
交
付
時
期
】　

毎
年
１
回
（
２
月
予
定
）

【
対
　
　
象
】

・
り
災
証
明
書
で
大
規
模
半
壊
、
半
壊
も
し
く

は
一
部
損
壊
と
証
明
さ
れ
た
被
災
住
宅
ま
た

は
復
旧
を
必
要
と
す
る
被
災
宅
地
を
所
有
す

る
方
（
被
災
住
宅
を
解
体
し
て
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
金
を
受
給
す
る
方
を
除
く
）

・
市
内
の
被
災
住
宅
の
補
修
、
建
設
も
し
く
は

購
入
お
よ
び
被
災
宅
地
の
復
旧
を
行
う
方

・
住
宅
復
興
資
金
と
し
て
、
住
宅
金
融
支
援
機

構
、
民
間
金
融
機
関
か
ら
貸
付
を
受
け
た
方

・
市
税
お
よ
び
税
外
収
入
金
を
滞
納
し
て
い
な
い

方
【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

都
市
建
設
課(

玉
造
庁
舎)

に
提
出

【
申
込
締
切
】
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
た
時
点
と
は

　

旧
麻
生
町
…
昭
和
49
年
10
月
31
日

　

旧
北
浦
町
…
平
成
３
年
６
月
１
日

　

旧
玉
造
町
…
平
成
４
年
９
月
１
日

新
築
や
改
築
な
ど
を
行
う
際
に
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

都 

市 

建 

設 

課
（
玉
造
庁
舎
）       

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー
建
築
指
導
課     

☎ 

０
２
９
１
（
３
３
）
４
１
１
３

建
築
物
を
建
て
る
敷
地
が
４
ｍ

未
満
の
道
路
に
接
す
る
場
合

　

建
築
物
（
建
物
・
門
・
塀
な
ど
）
を
建
て

る
敷
地
は
、
日
常
の
交
通
は
も
と
よ
り
、
災

害
時
の
避
難
・
緊
急
車
両
の
通
行
の
た
め
、

幅
員
４
ｍ
以
上
の
道
路
に
接
し
て
い
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
都
市
計
画
区
域
に
指
定
さ
れ
た

時
点
よ
り
も
前
に
建
築
物
が
立
ち
並
ん
で
い

る
道
路
は
、幅
員
が
４
ｍ
未
満（
た
だ
し
、１
・

８
ｍ
以
上
は
絶
対
必
要
）
で
あ
っ
て
も
、
建

築
の
際
に
幅
員
４
ｍ
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

道
路
境
界
を
敷
地
側
に
後
退
さ
せ
れ
ば
、
建

築
物
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を

『
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
』
と
い
い
ま
す
。

　

ま
た
、道
路
境
界
を
後
退
さ
せ
る
際
に
は
、

道
路
幅
員
が
４
ｍ
確
保
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
既
存
の
塀
や
擁
壁
を
撤
去
・
後
退
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
、自
然
災
害
、急
病
な
ど
、何
か
あ
っ

た
と
き
に
「
あ
の
と
き
道
路
を
広
げ
て
お
け

ば
…
」
と
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、

そ
し
て
安
全
で
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る

住
環
境
を
つ
く
る
た
め
、
み
ん
な
で
こ
の
決

ま
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

( 例 ) 道路の中心から道路境界を

　　 ２ｍ後退させるイメージ図

建
築
物
を
建
設
さ
れ
る
方
へ

安
全
な
建
築
物
の
最
後
の
仕
上
げ
「
完
了
検
査
」

　

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が
完
成
し

た
際
に
は
、
完
了
検
査
を
受
け
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
検
査
は
、
建
築
物
の
強

度
や
避
難
等
の
基
本
的
な
性
能
が
、
建
築
基

準
法
に
よ
る
関
係
規
定
に
適
合
し
て
い
る

か
を
、
法
定
の
機
関
が
現
地
で
検
査
す
る
も

の
で
す
。

　

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、
工
事
完
了
時

に
、「
完
了
検
査
申
請
書
」
を
鹿
行
県
民
セ

ン
タ
ー
建
築
指
導
課
、
ま
た
は
民
間
の
指
定

確
認
検
査
機
関
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
検
査
後
に
発
行
さ
れ
る
「
検
査
済

証
」
は
、
建
築
物
の
安
全
性
等
が
確
認
さ
れ

た
適
合
建
築
物
の
証
で
あ
り
、
建
築
物
の
売

買
や
融
資
を
受
け
る
際
に
提
示
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー
建
築
指
導
課

　
　
　

☎ 

０
２
９
１
（
３
３
）
４
１
１
３

被
災
住
宅
復
興
支
援
の
た
め
の

　
　
　
　
利
子
補
給
制
度
に
つ
い
て

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害
を
受
け
た
住

宅
等
を
復
興
す
る
た
め
に
必
要
な
資
金
を
借

り
入
れ
て
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
を

復
興
し
た
場
合
に
借
入
資
金
の
支
払
い
利
息

の
一
部
を
市
が
補
給
し
ま
す
。
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わ
が
家
の
耐
震
性
を

　
　
　
　
　
確
認
し
ま
せ
ん
か

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 
０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

　

市
で
は
、
既
存
木
造
住
宅
の
耐
震
性
を

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

『
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
』

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
事

業
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害

を
受
け
た
住
宅
の
被
害
程

度
を
診
断
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
診
断
概
要
】

　

茨
城
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
派
遣

し
、
目
視
や
聞
き
取
り
に
よ
る
一
般
耐
震
診

断
を
行
い
、
耐
震
補
強
が
必
要
か
ど
う
か
を

判
定
し
て
も
ら
い
ま
す
。
診
断
後
、
耐
震
補

強
の
工
事
や
精
密
診
断
を
強
制
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
締
切
】
平
成
25
年
８
月
30
日
（
金
）

【
対
象
住
宅
】

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
階
数
が
２
階
以
下
、
延
べ
床

面
積
が
30
㎡
以
上
の
も
の
。
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
も
の
。

【
対
象
者
】

　
「
対
象
住
宅
」
の
所
有
者
で
、
税
の
滞
納
の

無
い
方

【
募
集
件
数
】

　

５
戸
（
先
着
順
。
定
数
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
）

【
調
査
費
用
】　

無
料

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）
に
提
出

〈
注
意
事
項
〉　｢

耐
震
診
断｣

や｢

耐
震
改

修｣

に
名
を
借
り
た
セ
ー
ル
ス
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
市
で
は
、
業
者
等
の
あ
っ
せ
ん
を
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
設
計
・

耐
震
改
修
工
事
費
の
補
助
に
つ
い
て

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

　

地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、

木
造
住
宅
の
耐
震
性
を
高
め
る
た
め
の
耐
震

改
修
設
計
・
工
事
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
た
住
宅
の

補
修
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
込
締
切
】
平
成
25
年
８
月
30
日
（
金
）

【
対
象
住
宅
】

　

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た

木
造
住
宅
で
、
階
数
が
２
階
以
下
、
延
べ
床

面
積
が
30
㎡
以
上
の
も
の
。
併
用
住
宅
の
場

合
は
、
面
積
の
半
分
以
上
が
住
宅
と
し
て
使

わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

一
般
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造
評
点

が
１
．
０
未
満
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る

も
の
。
ま
た
、
耐
震
改
修
設
計
お
よ
び
耐
震

改
修
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
で
上
部
構
造
評

点
が
０
．
３
以
上
増
加
し
、
か
つ
、
増
加
後

の
上
部
構
造
評
点
が
１
．
０
以
上
と
な
る
こ

と
。

※�

上
部
構
造
評
点
と
は
、
建
物
の
地
震
に
対

す
る
強
さ
を
表
す
数
値
で
す
。

【
対
象
者
】

 

・「
対
象
住
宅
」
の
所
有
者
で
、
自
己
が
居

住
す
る
た
め
に
耐
震
改
修
設
計
ま
た
は
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
方

 

・
市
税
お
よ
び
税
外
収
入
金
を
滞
納
し
て
い
な

い
方

【
補
助
金
の
額
】

・
耐
震
改
修
設
計
費
用
の
３
分
の
１

　
（
限
度
額
10
万
円
）

・
耐
震
改
修
工
事
費
用
の
３
分
の
１

　
（
限
度
額
30
万
円
）

【
補
助
対
象
工
事
】

 

・
耐
震
改
修
設
計
お
よ
び
耐
震
改
修
工
事
と

し
、
平
成
25
年
12
月
20
日
（
金
）
ま
で
に

設
計
ま
た
は
施
工
が
完
了
す
る
こ
と
。

 

・
市
へ
の
申
請
手
続
き
を
す
る
前
に
契
約
を

行
っ
た
場
合
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

　

所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

都
市
建
設
課
（
玉
造
庁
舎
）
に
提
出

【
募
集
件
数
】

　

耐
震
改
修
設
計
・
耐
震
改
修
工
事
と
も
に

各
６
件
（
先
着
順
。
定
数
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
）

社
会
福
祉
課　

子
育
て
支
援
室
（
玉
造
庁
舎
）

　
　
　

☎ 

０
２
９
９
（
５
５
）
０
１
１
１

　

児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
受
付
に
つ
い

て
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。
現
況
届
を
提

出
し
な
い
と
８
月
分
（
12
月
支
給
分
）
か
ら

の
手
当
が
支
給
に
な
り
ま
せ
ん
。
通
知
は
８

月
20
日
ま
で
に
届
く
予
定
で
す
。
現
況
届
の

用
紙
は
市
役
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
当
未
申
請
で
児
童
扶
養
手
当
対

象
者
と
思
わ
れ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

提
出
期
間

８
月
20
日
（
火
）
～
８
月
30
日
（
金
）

（
土
曜
・
日
曜
を
除
く)

受
付
時
間

○
平　

日
【
３
庁
舎
】

８
時
30
分
～
12
時
・
13
時
～
17
時
15
分

○
夜　

間
【
玉
造
庁
舎
の
み
】

８
月
28
日
（
水
）
～
８
月
30
日
（
金
）

17
時
15
分
～
20
時
30
分 

（
未
申
告
の
方
は
、
夜
間
の
受
付
が
で
き
ま
せ
ん)

提
出
場
所
　

玉
造
庁
舎　

 

社
会
福
祉
課　

子
育
て
支
援
室

麻
生
庁
舎 　

総
合
窓
口
室

北
浦
庁
舎 　

総
合
窓
口
室

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
へ

　

現
況
届
提
出
に
伴
い
、
就
労
・
生
活
・
修

学
資
金
等
の
「
悩
み
事
相
談
窓
口
」
を
開
設

し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

日
時　

８
月
28
日
（
水
）
10
時
～
15
時

場
所
　
玉
造
庁
舎　

相
談
室

問
い
合
わ
せ

鹿
行
県
民
セ
ン
タ
ー
県
民
福
祉
課

☎ 

０
２
９
１
（
３
３
）
６
２
６
４

児
童
扶
養
手
当

　
現
況
届
の
お
知
ら
せ
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シリーズ　国民健康保険

　

こ
の
ほ
ど
、
市
の
国
民
健
康
保
険
の
昨
年
度
の
財
政
の
内
容
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、
全
体
で
は
約
52
億
円
の

規
模
で
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
を
み
る
と
、
保
険
税
収
入
が
約
12
億
円
、
国
・
県

の
補
助
金
、
共
同
事
業
交
付
金
な
ど
が
約
33
億
円
、
市
か
ら
の
繰
入
金

が
約
５
億
６
千
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
歳
出
を
み
て
み

る
と
、
医
療
費
に
係
わ
る
保
険
給
付
費
が
約
31
億
円
、
後
期
高
齢
者
支

援
金
な
ど
、
他
制
度
へ
の
支
出
が
約
18
億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
は
、
文
字
ど
お
り
保
険
の
制
度
を
利
用
し
て
運
用
さ

れ
る
も
の
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
み
ん
な
で
拠
出
し
て
備

え
る
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
た
め
に
独
立
し
た
特
別
会
計
と
い
う
財
政

制
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
制
度
の
中
で
収
支
が
つ
り
合
っ
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

市
の
国
保
会
計
で
は
、
国
保
税
収
入
や
国
・
県
の
支
出
の
他
に
市
の

一
般
会
計
か
ら
繰
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
い

く
つ
か
の
区
分
け
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
の
純
然
た
る
市
か
ら
の
繰

入
額
は
３
億
円
と
な
り
ま
す
。
特
別
会
計
の
本
旨
で
あ
る
独
自
会
計
の

観
点
か
ら
み
る
と
、
一
般
会
計
と
い
う
他
の
会

計
か
ら
の
繰
入
は
会
計
と
し
て
独
り
立
ち
し
て

い
な
い
と
も
い
え
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
繰
入
額

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
原
因
と
し
て
は
、
平
成
18
年
か
ら

国
保
税
率
を
変
更
し
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
結

果
、
税
収
の
伸
び
が
少
な
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

　

国
保
の
財
政
は
医
療
費
の
増
加
な
ど
も
あ
り
、

年
々
そ
の
深
刻
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

早
急
な
国
保
財
政
の
改
善
が
望
ま
れ
て
い
ま

す
。

H21 H22 H23 H24
年

350
300
250
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150
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（
百
万
円
）

一般会計からの繰入金（その他）推移

国
民
健
康
保
険
の
財
政
は
・
・
・

介護保険料（65歳以上の方）本算定のお知らせ

■介護保険料（年額）は８月に通知します

確定した
平成 25 年度保険料額

－

介護保険料は、本人・世帯の市民税課税と本人の前年所得などをもとに段階別に計算します。
確定した保険料額と、仮徴収の暫定賦課分を差し引いた残りについて、納入通知書を８月上旬に送付します。

（年額） （仮徴収） （本徴収・以降の納期に振り分け）
特別徴収 4･6･8 月
普通徴収 第 1･2 期

＝ 10･12･2 月の 3 回
第 3･4･5･6 期の 4 回

■保険料の納め方
●特別徴収（年金からの天引き）
65 歳以上で、年金（老齢・退職年金、障害年金、遺族年金）を年額 18 万円（月額 15,000 円）以上受けている方

・２カ月おきに支払われる年金から、支払ごとに保険料が天引きされます（老齢福祉年金からは天引きされません）。

●年度の途中で 65 歳になられた方や転入された方で、年金を年額 18 万円以上受けている方
・当初は普通徴収となります。特別徴収は翌年度以降に随時開始されます（年金の受給が遅れるなどの理由により、
　日本年金機構などから対象者として市へ通知がない場合は、引き続き普通徴収となります）。

●普通徴収（納付書、口座振替による納付）
特別徴収にならない方

・年度の途中で 65 歳になられた方や転入された方、または年金が年額 18 万円（月額 15,000 円）未満の方など
・納付書により、市役所または市が定める金融機関で納めてください。納め忘れのないよう、口座振替をご利用ください。

■普通徴収の納期限（平成 25 年度）
第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期

４月 30 日（火） ７月１日（月） ９月２日（月） 10 月 31 日（木） 12 月 25 日（水） ２月 28 日（金）

介護福祉課（玉造庁舎）☎ 0299-55-0111


